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態
で
運
用
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
10
年
前

の
高
精
度
放
射
線
治
療
と
現
代
の
そ
れ
は
、
レ

ベ
ル
が
根
本
的
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
よ
り

高
精
度
な
治
療
の
み
を
追
求
し
て
い
た
10
年
前

と
比
べ
、
レ
ベ
ル
を
更
に
高
め
た
高
精
度
性
に
加

え
て
、
高
い
安
全
性
と
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
、
安
心
し

て
放
射
線
治
療
を
継
続
す
る
こ
と
が
可
能
な
サ

ポ
ー
ト
体
制
等
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

「T
rueBeam

 Edge

」
は
、そ
の
特
徴
で
あ
る
２・

５
㎜
の
Ｍ
Ｌ
Ｃ
、
精
密
な
位
置
合
わ
せ
を
可
能
と

す
る
６
軸
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
カ
ウ
チ
、
２
４
０
０
Ｍ

Ｕ
／
分
の
実
現
が
可
能
な
高
い
線
量
率
な
ど
、

今
、
大
学
病
院
に
求
め
ら
れ
る
、
よ
り
高
精
度

な
治
療
を
、
効
率
よ
く
継
続
的
に
実
施
が
可
能

で
あ
る
と
判
断
し
、
選
定
し
ま
し
た
。

―
―
「TrueBeam

 Edge

」
に
対
す
る
期
待
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

先
ほ
ど
は
10
年
と
表
現
し
ま
し
た
が
、
さ
ら

に
、
こ
こ
数
年
で
放
射
線
治
療
は
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ

ク
に
変
化
し
、
ま
た
高
精
度
放
射
線
治
療
に
対

す
る
新
た
な
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
乳
が
ん
治
療
に
お
い
て
ハ
ー
セ
プ
チ

ン
と
い
っ
た
新
薬
の
登
場
が
、
同
治
療
に
対
す
る

放
射
線
治
療
を
減
ら
す
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、

い
」
と
い
う
、
放
射
線
治
療
が
本
来
持
っ
て
い
る

特
徴
を
最
大
限
に
活
か
す
治
療
技
術
で
す
。
現

在
で
も
、
２
台
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
駆
使
し
て
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
患
者
さ
ん
に
、
最
も
有
効
な

治
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
高
精
度
放
射
線

治
療
の
開
発
と
臨
床
応
用
に
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
熊
本
市
内
や
県
内
の
病
院

と
は
積
極
的
に
医
療
連
携
を
図
り
、
一
般
的
で

な
い
、
よ
り
複
雑
で
高
精
度
な
治
療
が
求
め
ら

れ
る
患
者
さ
ん
を
紹
介
患
者
と
し
て
迎
え
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
結
果
的
に
当
院
の
症

例
は
、
多
く
の
放
射
線
治
療
施
設
で
見
ら
れ
る

よ
う
な
前
立
腺
が
ん
や
乳
が
ん
の
件
数
は
少
な

く
、
頭
頸
部
を
は
じ
め
と
す
る
、
治
療
が
比
較

的
難
し
い
症
例
が
多
く
集
ま
っ
て
お
り
、
約
３

分
の
１
が
、
こ
れ
ら
高
精
度
放
射
線
治
療
の
適

用
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
件
数
は
決
し
て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
小
線
源
治
療
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
イ
リ
ジ
ウ
ム
（I92lr

）
小
線
源
を
用
い
た

Ｒ
Ａ
Ｌ
Ｓ
を
導
入
し
、
主
に
、
子
宮
頸
癌
や
胆

管
癌
に
対
す
る
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

―
―
リ
ニ
ア
ッ
ク
１
台
を
更
新
さ
れ
た
理
由
を

お
聞
き
し
ま
す
。

　

当
院
は
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
２
台
有
し
て
い
ま
す

が
、
当
院
に
求
め
ら
れ
る
、
よ
り
高
精
度
な
治

療
を
実
施
す
る
た
め
に
、
ま
ず
１
台
を
よ
り
先

進
的
で
高
度
な
治
療
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能

な
バ
リ
ア
ン 

メ
デ
ィ
カ
ル 

シ
ス
テ
ム
ズ
社
（
以

下
、
バ
リ
ア
ン
社
）
の
「T

rueBeam
 Edge

」

に
更
新
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

更
新
以
前
は
、
大
学
病
院
に
お
け
る
放
射
線

治
療
の
理
想
の
あ
り
方
を
追
求
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
２
台
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
マ
ル
チ
ベ
ン
ダ
形

決
し
て
そ
う
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
多
発

性
脳
転
移
に
対
す
る
放
射
線
治
療
は
、
全
身
療

法
の
進
歩
に
よ
り
、
今
後
増
加
し
て
い
く
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
視
座
か
ら
も
、「T

rueBeam
 Edge

」

に
は
質
の
高
い
Ｓ
Ｒ
Ｓ
／
Ｓ
Ｒ
Ｔ
が
効
率
的
に
可

能
な
「H

yperA
rc

」
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

多
発
性
脳
転
移
に
威
力
を
発
揮
す
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
し
、
医
療
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
寡

分
割
照
射
や
、
オ
リ
ゴ
メ
タ
ス
タ
シ
ス
に
対
す
る

照
射
な
ど
に
も
対
応
で
き
る
装
置
と
し
て
、
今

後
の
運
用
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

―
―
２
台
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
バ
リ
ア
ン
社
に
統
一

し
た
理
由
と
し
て
、
装
置
の
性
能
面
以
外
で
ど

の
よ
う
な
点
を
重
視
し
ま
し
た
か
。

　

放
射
線
治
療
に
お
い
て
、
最
も
ス
ル
ー
プ
ッ
ト

を
悪
く
す
る
の
は
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
が
故
障
等
で
動

か
な
く
な
り
、
放
射
線
治
療
が
実
施
で
き
な
く

な
る
こ
と
で
す
。
現
在
、も
う
１
台
の「CLIN

A
C 

iX

」
は
、「T

rueBeam
 Edge

」
へ
の
更
新
作
業

の
半
年
間
、
１
台
で
１
日
50
件
以
上
の
放
射
線

治
療
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
機
械
的
な
ト
ラ
ブ

ル
は
ほ
と
ん
ど
な
く
順
調
に
治
療
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
放
射
線
治
療
に
お
け
る

ス
ル
ー
プ
ッ
ト
の
良
さ
と
は
、
１
日
の
治
療
件
数

高精度放射線治療対応の最新リニアックが
大学病院が求める安定性、効率性に加えて
県下最高レベルの放射線治療の実現果たす
熊本大学医学部の前身となる藩校「再春館」以来、熊本県下の医療をリードし続けてきた熊本大学病院。
熊本大学放射線治療医学分野・放射線治療教室は2004年、九州唯一の独立した講座として知られるが、
以来、同大学病院のがん治療の一翼を担い続け、早くから高精度放射線治療に取り組むなど、その評価は高い。
同院 放射線治療科では、より高精度な放射線治療に対応できるよう、本年4月から最新のリニアックが稼働を開始した。
新しい放射線治療装置導入の経緯と期待、現段階の評価等を、同科教授の大屋夏生氏らに聞いた。
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2021 年 4 月に稼働を開始したリニアック「TrueBeam Edge（バリアン メディカル システムズ）」。質の高いSRS／SRTが
効率的に可能な「HyperArc」を標準搭載し、より精度の高い放射線治療が可能な最新式リニアックである。
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熊
本
大
学
病
院 

放
射
線
治
療
科
の
沿
革
と

概
要
か
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

放
射
線
治
療
科
は
、
２
０
０
４
（
平
成
16
）

年
10
月
に
設
立
さ
れ
、
以
来
、
放
射
線
診
療
部

門
は
放
射
線
治
療
を
実
施
す
る
放
射
線
治
療
科

と
、
画
像
診
断
お
よ
び
Ｉ
Ｖ
Ｒ
を
行
う
画
像
診

断
・
治
療
科
に
分
か
れ
て
診
療
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
な
お
、
本
学
の
放
射
線
治
療
医
学
講

座
は
、
九
州
で
唯
一
、
独
立
し
た
講
座
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

周
知
の
と
お
り
、
放
射
線
治
療
は
、
癌
罹
患

率
の
増
加
、
集
学
的
治
療
の
普
及
、
低
侵
襲
な

治
療
法
へ
の
期
待
、
治
療
後
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
に
対
す

る
関
心
の
向
上
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
役
割
は
増

大
し
続
け
て
い
ま
す
。
当
院
の
放
射
線
治
療
科

で
も
、
新
規
放
射
線
治
療
の
患
者
数
は
増
え
続

け
て
お
り
、
開
設
時
の
２
０
０
４
年
に
は
４
０
０

名
程
度
だ
っ
た
新
規
放
射
線
治
療
患
者
数
は
、

２
０
１
９
年
に
は
約
７
０
０
名
と
増
加
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
私
を
含
む
４
名
の
専
門
医
に
加

え
て
常
時
１
名
の
レ
ジ
デ
ン
ト
が
、
放
射
線
治

療
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
当
科
の
特
色
の
１
つ

は
、
強
度
変
調
放
射
線
治
療
（
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
／
Ｖ

Ｍ
Ａ
Ｔ
）、
定
位
放
射
線
治
療
（
Ｓ
Ｒ
Ｔ
）、
四
次

元
放
射
線
治
療
（
４
Ｄ
Ｒ
Ｔ
）、
画
像
誘
導
放
射

線
治
療
（
Ｉ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
）
な
ど
の
高
精
度
放
射
線

治
療
を
い
ち
早
く
導
入
し
て
き
た
こ
と
で
す
。
こ

れ
ら
の
照
射
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は
、「
が
ん
に
厳
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く
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優
し
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し
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レ
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。
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追
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精
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性
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、
安
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し
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続
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こ
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が
可
能
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サ
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体
制
等
が
求
め
ら
れ
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よ
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に
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き
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。
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し
た
理
由
と
し
て
、
装
置
の
性
能
面
以
外
で
ど

の
よ
う
な
点
を
重
視
し
ま
し
た
か
。

　

放
射
線
治
療
に
お
い
て
、
最
も
ス
ル
ー
プ
ッ
ト

を
悪
く
す
る
の
は
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
が
故
障
等
で
動

か
な
く
な
り
、
放
射
線
治
療
が
実
施
で
き
な
く

な
る
こ
と
で
す
。
現
在
、も
う
１
台
の「CLIN

A
C 

iX

」
は
、「T

rueBeam
 Edge

」
へ
の
更
新
作
業

の
半
年
間
、
１
台
で
１
日
50
件
以
上
の
放
射
線

治
療
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
機
械
的
な
ト
ラ
ブ

ル
は
ほ
と
ん
ど
な
く
順
調
に
治
療
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
放
射
線
治
療
に
お
け
る

ス
ル
ー
プ
ッ
ト
の
良
さ
と
は
、
１
日
の
治
療
件
数

熊
本
大
学
大
学
院 

生
命
科
学
研
究
部 

放
射
線
治
療
医
学
講
座

熊
本
大
学
病
院 

放
射
線
治
療
科 

教
授 

大
屋
夏
生
氏
に
聞
く

1987 年京都大学医学部卒。京都大学医学
部附属病院、公立小浜病院、京都逓信病院
を経て 1995 年京都大学医学部附属病院放射
線科助手。1997 年 Humboldt 財団 客員研
究者。2000 年京都大学大学院医学研究科
腫瘍放射線科学分野 講師、2004 年熊本大
学大学院医学薬学研究部放射線治療医学分
野 教授、現在に至る。

大屋夏生（おおや・なつお）氏
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C O V E R  S T O R Y

的
寡
分
割
放
射
線
治
療
「QUA

D
 shot

」
な
ど
、

緩
和
で
も
根
治
で
も
な
い
治
療
も
登
場
し
て
い

ま
す
し
、　

従
来
的
な
治
療
法
で
は
対
応
が
難
し

か
っ
た
再
発
が
ん
に
対
す
る
治
療
も
実
臨
床
で

増
え
て
い
ま
す
。

　
「T

rueBeam
 Edge

」
は
４
月
に
稼
働
を
開

始
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
同
装
置
が
有
す
る
最

先
端
の
機
能
等
が
、
こ
の
よ
う
な
放
射
線
治
療

に
対
す
る
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
で
き
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

を
た
だ
増
や
す
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
た
と
お
り
に
治
療
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
計

画
を
進
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
何
よ

り
も
重
要
な
患
者
サ
ー
ビ
ス
と
な
り
ま
す
。

　

質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
病

院
が
診
療
科
と
し
て
提
供
す
る
患
者
サ
ー
ビ
ス

に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
な
い
た
め
に
も
、
バ
リ
ア
ン

社
に
は
、
今
後
も
安
定
稼
働
の
た
め
の
サ
ー
ビ

ス
対
応
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

―
―
熊
本
大
学
に
お
け
る
放
射
線
治
療
の
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
は
、
４
月
か
ら
本
格
稼
働
を
開
始
す
る

「T
rueBeam

 Edge

」
を
加
え
た
２
台
で
の
運

用
体
制
を
確
立
し
て
、
従
来
以
上
の
高
精
度
な

放
射
線
治
療
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
治
療
件

数
を
さ
ら
に
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

放
射
線
治
療
の
件
数
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
増

や
す
た
め
に
は
、
各
診
療
科
の
放
射
線
治
療
に

対
す
る
認
知
度
を
高
め
る
と
共
に
、
放
射
線
治

療
医
も
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
等
に
積
極
的
に
参
加

し
、
分
子
標
的
治
療
な
ど
の
が
ん
治
療
全
般
に

関
す
る
知
見
を
広
め
、
放
射
線
治
療
の
有
用
性

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

同
時
に
、
進
化
し
続
け
て
い
る
放
射
線
治
療

を
、
ど
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
に
役
立
て
て
い
く
か

と
い
う
研
究
も
重
要
な
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

　

10
年
前
で
あ
れ
ば
、
緩
和
的
な
放
射
線
治
療

と
根
治
的
な
放
射
線
治
療
は
明
確
に
分
か
れ
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
画
像
診
断
等
の
進
歩
に

よ
り
、
そ
の
境
界
領
域
に
対
す
る
治
療
法
も
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
典
型
的
な
も
の
と
し
て
は
、

オ
リ
ゴ
メ
タ
ス
タ
シ
ス
に
対
す
る
治
療
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
な
ど
は
、
10
年
前
で
あ
れ
ば
緩

和
的
放
射
線
治
療
を
実
施
す
る
し
か
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
。
進
行
頭
頸
部
が
ん
に
対
す
る
緩
和

「TrueBeam Edge」の回転ガントリ。リアルタイムガイダンス下で、ターゲットに対し 2400MU/ 分の照射が可能という高い線量率と、
収束性の高い線量分布を実現することができる。

■

熊
本
大
学
病
院
　
放
射
線
治
療
科

高
度
に
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
放
射
線
治
療
装
置・シ
ス
テ
ム
に
よ
り

大
学
病
院
に
相
応
し
い
高
度
な
放
射
線
治
療
を
安
全
に
実
現
す
る

熊本大学病院の「TrueBeam Edge」には通常の
kVイメージングシステムに加え、モニタリングシステム

「ExacTrac（Brainlab社）」を導入。㎜未満レベル
での高精度な SRT ／ SRS の実現を可能としている。

「TrueBeam Edge」に搭載さ
れているマルチリーフコリメータ
は最小の 2.5mm 幅を有し、頭
部への転移病変に対する高精
度な定位照射が可能である。

「TrueBeam」に搭載されている6 軸カウチ。従来型の 4 軸カウチと比べ、より細かな
動きをすることで、さらなる高精度な放射線治療を可能としている。
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を
た
だ
増
や
す
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
た
と
お
り
に
治
療
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
計

画
を
進
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
何
よ

り
も
重
要
な
患
者
サ
ー
ビ
ス
と
な
り
ま
す
。

　

質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
病

院
が
診
療
科
と
し
て
提
供
す
る
患
者
サ
ー
ビ
ス

に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
な
い
た
め
に
も
、
バ
リ
ア
ン

社
に
は
、
今
後
も
安
定
稼
働
の
た
め
の
サ
ー
ビ

ス
対
応
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

―
―
熊
本
大
学
に
お
け
る
放
射
線
治
療
の
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
は
、
４
月
か
ら
本
格
稼
働
を
開
始
す
る

「T
rueBeam

 Edge

」
を
加
え
た
２
台
で
の
運

用
体
制
を
確
立
し
て
、
従
来
以
上
の
高
精
度
な

放
射
線
治
療
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
治
療
件

数
を
さ
ら
に
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

放
射
線
治
療
の
件
数
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
増

や
す
た
め
に
は
、
各
診
療
科
の
放
射
線
治
療
に

対
す
る
認
知
度
を
高
め
る
と
共
に
、
放
射
線
治

療
医
も
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
等
に
積
極
的
に
参
加

し
、
分
子
標
的
治
療
な
ど
の
が
ん
治
療
全
般
に

関
す
る
知
見
を
広
め
、
放
射
線
治
療
の
有
用
性

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

同
時
に
、
進
化
し
続
け
て
い
る
放
射
線
治
療

を
、
ど
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
に
役
立
て
て
い
く
か

と
い
う
研
究
も
重
要
な
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

　

10
年
前
で
あ
れ
ば
、
緩
和
的
な
放
射
線
治
療

と
根
治
的
な
放
射
線
治
療
は
明
確
に
分
か
れ
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
画
像
診
断
等
の
進
歩
に

よ
り
、
そ
の
境
界
領
域
に
対
す
る
治
療
法
も
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
典
型
的
な
も
の
と
し
て
は
、

オ
リ
ゴ
メ
タ
ス
タ
シ
ス
に
対
す
る
治
療
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
な
ど
は
、
10
年
前
で
あ
れ
ば
緩

和
的
放
射
線
治
療
を
実
施
す
る
し
か
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
。
進
行
頭
頸
部
が
ん
に
対
す
る
緩
和

位
放
射
な
ど
は
装
置
名
『CLINA

C iX
』、
前
立

腺
が
ん
へ
の
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
な
ど
は
も
う
１
台
の
装
置

で
、
と
い
う
運
用
で
し
た
。
今
回
の
更
新
に
際
し

て
、
更
新
中
は
１
台
体
制
で
の
治
療
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
た
め
、
い
ず
れ
の
装
置
を
更
新
す
る
べ

き
か
ス
タ
ッ
フ
間
で
協
議
し
た
の
で
す
が
、
そ
の

結
果
、
よ
り
高
精
度
な
治
療
に
対
応
し
て
い
る

『CLINA
C iX

』
を
残
し
て
、
も
う
１
台
の
方
を

更
新
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　

な
お
、『CLINA

C iX

』
も
更
新
が
予
定
さ
れ

て
い
る
の
で
、
同
装
置
が
な
く
な
っ
て
も
頭
頸
部

領
域
へ
の
定
位
照
射
等
、
よ
り
高
精
度
な
放
射

線
治
療
が
実
施
可
能
な
装
置
で
あ
る
と
い
う
理

由
か
ら
『T

rueBeam
 Edge

』
を
選
ん
だ
と
い

う
事
情
も
あ
り
ま
す
」

　

松
山
氏
が
「T

rueBeam
 Edge

」
の
臨
床
利

用
と
し
て
、
ま
ず
期
待
し
て
い
る
の
は
多
発
性
脳

転
移
へ
の
定
位
照
射
を
挙
げ
る
。

「
脳
、
特
に
転
移
性
腫
瘍
に
対
す
る
定
位
照
射
は

『CLIN
A

C iX

』
で
も
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

腫
瘍
の
形
状
が
小
さ
か
っ
た
り
、
球
形
で
な
く
、

い
び
つ
な
形
の
場
合
、
５
㎜
の
Ｍ
Ｌ
Ｃ
し
か
な
い

『CLIN
A

C iX

』
で
は
治
療
が
難
し
い
の
が
課
題

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
腫
瘍
に
対
し
て
は
、
定
位
放
射
線

治
療
用
コ
ー
ン
を
リ
ニ
ア
ッ
ク
に
セ
ッ
ト
す
る
の

で
す
が
、違
う
サ
イ
ズ
の
腫
瘍
が
数
ヵ
所
あ
る
と
、

　

熊
本
大
学
病
院 

放
射
線
治
療
科
に
は
４
名
の

放
射
線
治
療
医
が
勤
務
し
て
い
る
。
同
科
で
、

主
に
頭
部
や
食
道
、
肺
が
ん
や
婦
人
科
領
域
の

放
射
線
治
療
に
取
り
組
ん
で
き
た
放
射
線
治
療

科 

講
師
の
松
山
知
彦
氏
は
、
今
般
の
リ
ニ
ア
ッ

ク
更
新
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
院
で
は
、
か
ね
て
よ
り
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
を
始
め
と

す
る
高
精
度
放
射
線
治
療
に
対
応
可
能
な
リ
ニ

ア
ッ
ク
２
台
体
制
を
採
っ
て
き
ま
し
た
。
当
院
で

の
ニ
ー
ズ
が
比
較
的
高
い
頭
頸
部
に
対
す
る
定

2004 年熊本大学医学部卒。2006
年天草地域医療センター放射線
科、2007年熊本市民病院放射線科、
2008 年熊本労災病院放射線科。
2009 年より熊本大学附属病院放
射線治療科勤務。2012 年熊本大学
医学部附属病院地域専門医療推
進学寄附講座特任助教、2018 年熊
本大学大学院生命科学研究部放
射線治療医学分野助教、2020 年熊
本大学病院放射線治療科講師。

松山知彦氏
（まつやま・ともひこ）

熊
本
大
学
病
院 

放
射
線
治
療
科 

講
師 

松
山
知
彦
氏
に
聞
く

■

熊
本
大
学
病
院
　
放
射
線
治
療
科

高
度
に
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
放
射
線
治
療
装
置・シ
ス
テ
ム
に
よ
り

大
学
病
院
に
相
応
し
い
高
度
な
放
射
線
治
療
を
安
全
に
実
現
す
る

多
発
性
脳
転
移
へ
の
定
位
照
射
等
、

従
来
以
上
の
治
療
成
果
を
期
待

「TrueB
eam

 Edge

」

「TrueBeam Edge」線量分布図

食道癌の多発性脳転移症例。新規病変に対して「TrueBeam Edge」による6MV-X 線、2アークの VMAT 治療計画を行った線量
分布（Axial、Coronal、Sagittal 画像）および BEV（Beam's Eye View）を示す。前回治療を行った領域 (Axial 画像のブルー輪郭 )
を避けながら、「TrueBeam Edge」の 2.5 mm MLCを生かし、病変にフィットした良好な線量分布が作成可能である。

Axial

Sagittal

Coronal

BEV
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C O V E R  S T O R Y

そ
の
度
に
コ
ー
ン
を
付
け
替
え
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
１
ヵ
所
の
腫
瘍
に
対
し
治
療
が
１
時
間
か

か
る
な
ど
効
率
が
悪
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
他
院

に
治
療
を
依
頼
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
点
、『T

rueBeam
 Edge

』
で
あ
れ
ば
、

小
さ
な
転
移
性
腫
瘍
に
も
対
応
可
能
な
２・５
㎜

の
Ｍ
Ｌ
Ｃ
と
『H

yperA
rc

』
に
よ
っ
て
、
治
療

時
間
の
短
縮
と
治
療
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
、
大
い
に
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
」

　

な
お
、
近
年
、
多
発
性
脳
転
移
の
症
例
が
増

え
て
き
て
お
り
、
定
位
放
射
線
治
療
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
い
る
と
松
山
氏
は
話
す
。

「
が
ん
診
療
全
般
に
言
え
る
の
で
す
が
、
全
身
治

療
が
進
歩
し
、
患
者
さ
ん
の
予
後
が
良
く
な
っ

た
反
面
、
頭
部
へ
の
転
移
性
腫
瘍
が
増
え
て
お

り
、
頭
部
へ
の
転
移
性
腫
瘍
に
対
し
て
よ
り
長

期
間
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
必
要
が
出
て
き
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
よ
り
腫
瘍
の
み
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
た
治
療
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

『T
rueBeam

 Edge

』
の
持
つ
２・５
㎜
の
Ｍ
Ｌ

Ｃ
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
故
、『TrueBeam

 Edge

』
と
『H

yperA
rc

』

を
組
み
合
わ
せ
た
多
発
性
脳
転
移
腫
瘍
に
対
す

る
定
位
照
射
に
、
早
く
取
り
組
み
た
い
で
す
ね
」

　

松
山
氏
は
、「T

rueBeam
 Edge

」
導
入
に

伴
う
治
療
計
画
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
「Eclipse

」

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
も
大
い
に
期
待
し
て
い

る
と
話
す
。

「
治
療
計
画
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
『Eclipse

』
は
直

感
的
な
操
作
が
し
や
す
く
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

で
更
な
る
治
療
計
画
作
成
時
間
と
治
療
時
間
短

縮
に
つ
な
げ
ら
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

高
精
度
放
射
線
治
療
は
、
５
年
前
は
治
療
件

数
全
体
の
５
分
の
１
程
度
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
近
年
、
高
精
度
放
射
線
治
療
の
件
数
は

増
え
続
け
、
最
近
で
は
３
分
の
１
程
度
を
占
め

る
ま
で
に
至
っ
て
い
ま
す
。
高
精
度
放
射
線
治
療

で
は
、
腫
瘍
以
外
の
組
織
へ
の
線
量
を
ど
こ
ま
で

下
げ
ら
れ
る
か
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま

す
。
新
し
い
装
置
や
シ
ス
テ
ム
で
、
そ
れ
が
ど
こ

ま
で
可
能
と
な
る
か
楽
し
み
で
す
」

「TrueBeam
 Edge

」
を
用
い
た
治
療
で
は
、
頭

頸
部
領
域
以
外
へ
の
活
用
に
つ
い
て
も
松
山
氏
は

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

「
頭
頸
部
が
ん
以
外
で
は
、
肺
が
ん
に
対
す
る
照

射
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
呼
吸
性
移
動
に
も
対

応
し
て
い
る
の
で
、
進
行
性
肺
が
ん
に
対
す
る
Ｖ

Ｍ
Ａ
Ｔ
な
ど
に
大
き
な
威
力
を
発
揮
し
て
く
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

リ
ニ
ア
ッ
ク
に
よ
る
放
射
線
治
療
の
現
況
を
丸

山
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
院
で
は
、
２
台
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
で
毎
日
60
〜

70
件
の
治
療
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
リ
ニ

ア
ッ
ク
更
新
時
に
「CIN

A
C iX

」
１
台
で
１
日

約
55
件
も
の
治
療
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
４
月
か
ら
稼
働
を
開
始
し
た
リ

ニ
ア
ッ
ク
「T

rueBeam
 Edge

」
の
導
入
に
つ

い
て
、
丸
山
氏
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
リ
ニ
ア
ッ
ク
の
更
新
に
際
し
、
更
新
期
間
中
の

診
療
に
つ
い
て
様
々
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
し
、
更
新
す
る
装
置
の
選
定
を
行
い
ま
し
た
。

リ
ニ
ア
ッ
ク
の
更
新
期
間
中
は
、
残
り
１
台
で
当

院
の
放
射
線
治
療
全
て
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
寝
台
を
回
転
さ
せ
る
こ
と
で
体
軸
に

対
し
て
任
意
の
角
度
か
ら
照
射
を
行
う
ノ
ン
コ

プ
ラ
ナ
ー
照
射
や
、
よ
り
高
い
精
度
で
の
照
射
が

要
求
さ
れ
る
定
位
照
射
な
ど
は
『CLINA

C iX

』

で
十
分
可
能
で
あ
り
、
ま
た
同
装
置
は
マ
イ
ナ
ー

ト
ラ
ブ
ル
が
少
な
く
、
診
療
に
与
え
る
影
響
は

小
さ
い
と
考
え
、ス
タ
ッ
フ
間
で
検
討
し
た
結
果
、

『CLINA
C iX

』
を
残
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
決
断
に
は
、
ト
ラ
ブ
ル
時
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
体
制
に
つ
い
て
、
技
術
者
の
ス
キ
ル
や

対
応
面
で
バ
リ
ア
ン
社
へ
の
信
頼
が
高
か
っ
た
点

も
背
景
に
あ
り
ま
し
た
ね
」

　

高
精
度
放
射
線
治
療
に
特
化
し
た
機
能
を
多

「
元
々
『CLIN

A
C iX

』
の
頃
か
ら
バ
リ
ア
ン
社

製
リ
ニ
ア
ッ
ク
の
ビ
ー
ム
の
安
定
性
に
は
定
評
が

あ
り
ま
し
た
が
、『TrueBeam

 Edge

』
は
、
こ

れ
に
加
え
て
２・５
㎜
の
Ｍ
Ｌ
Ｃ
や
６
軸
カ
ウ
チ
、

Ｃ
ア
ー
ム
本
体
の
回
転
精
度
な
ど
ス
ペ
ッ
ク
が
大

き
く
向
上
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
よ
り
高

精
度
な
治
療
を
可
能
に
し
て
い
る
他
、
品
質
管

理
が
し
や
す
い
機
能
も
加
わ
っ
て
い
る
な
と
感
じ

ま
し
た
。

　

バ
リ
ア
ン
社
か
ら
提
供
さ
れ
た
ゴ
ー
ル
デ
ン

ビ
ー
ム
デ
ー
タ
で
す
が
、
実
際
の
ビ
ー
ム
調
整
に

際
し
て
、
実
デ
ー
タ
を
取
得
し
な
が
ら
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
同
デ
ー
タ
と
比
較
が
で
き
る
の
で
、
迅
速

か
つ
効
率
的
に
品
質
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
用
い
る
装
置
の
特
性
を

自
分
た
ち
で
計
測
し
て
把
握
す
る
こ
と
は
と
て

も
重
要
で
あ
り
、
従
来
時
間
を
要
し
た
こ
の
作

業
を
省
力
化
し
て
く
れ
る
機
能
や
デ
ー
タ
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
の
は
有
難
い
で
す
ね
。

　

そ
の
他
、
コ
ン
ソ
ー
ル
は
視
覚
的
に
分
か
り
易

く
、
経
験
の
浅
い
診
療
放
射
線
技
師
が
問
題
な

く
装
置
を
扱
う
こ
と
が
で
き
る
点
も
優
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
」

「TrueBeam
 Edge

」
が
持
つ
Ｑ
Ａ
支
援
ツ
ー
ル

「M
achine Perform

ance Check

（
Ｍ
Ｐ
Ｃ
）」

に
つ
い
て
も
、
下
東
氏
は
有
用
な
機
能
で
あ
る
と

話
す
。

「
朝
の
始
業
点
検
の
際
、
Ｍ
Ｐ
Ｃ
に
よ
っ
て
ア
イ

ソ
セ
ン
タ
ー
の
確
認
等
が
効
率
的
か
つ
迅
速
に
実

施
で
き
、
始
業
点
検
を
素
早
く
終
え
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
点
は
た
い
へ
ん
便
利
で
す
し
、
ま

た
、
優
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

「T
rueBeam

 Edge

」
の
導
入
に
よ
り
、
放
射

線
治
療
科
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
２
台
が
共
に
バ
リ
ア
ン

社
製
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
丸
山
氏
は
つ

い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

丸
山
氏
も
、
同
様
に
「T

rueBeam
 Edge

」

に
よ
る
臨
床
利
用
に
期
待
し
て
い
る
と
話
す
。

「
定
位
照
射
や
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
を
含
め
、
放
射
線
治
療

の
要
諦
は
位
置
合
わ
せ
で
す
。
新
リ
ニ
ア
ッ
ク

に
は
『ExacT

rac

』
に
加
え
、
装
置
本
体
の
kV

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で
も
６
軸
カ
ウ
チ
も

活
用
で
き
ま
す
の
で
、
よ
り
時
間
を
か
け
ず
に

高
精
度
な
照
射
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
」

　

診
療
放
射
線
技
術
部
門 

副
診
療
放
射
線
技
師

長
の
丸
山
雅
人
氏
は
、
長
年
医
療
技
術
部
で
放

射
線
治
療
に
携
わ
っ
て
き
て
い
る
が
、
放
射
線
治

療
科
で
の
診
療
放
射
線
技
師
の
陣
容
を
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
話
す
。

「
医
療
技
術
部
に
所
属
し
て
い
る
診
療
放
射
線
技

師
47
名
の
う
ち
、
放
射
線
治
療
を
担
当
す
る
診

療
放
射
線
技
師
は
９
名
い
ま
す
。
新
人
や
若
手

の
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
て
は
、
１
年
単
位
で
画
像
診

断
と
放
射
線
治
療
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
各
種

モ
ダ
リ
テ
ィ
の
運
用
に
関
す
る
研
鑽
を
重
ね
て
も

ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
９
名
の
診
療
放
射
線
技
師
の
う
ち
、

２
名
が
医
学
物
理
士
の
資
格
を
有
し
て
お
り
、

彼
ら
は
放
射
線
治
療
に
関
す
る
品
質
管
理
業
務

に
専
念
し
て
も
ら
い
、
残
り
の
７
名
が
照
射
等
の

臨
床
業
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
」

数
有
す
る
「T

rueBeam
 Edge

」
導
入
に
関
し

て
、
丸
山
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
院
で
は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
頭
頸
部
領
域
だ
け

で
な
く
、
定
位
放
射
線
治
療
や
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
／
Ｖ

Ｍ
Ａ
Ｔ
な
ど
、
よ
り
治
療
の
難
易
度
が
高
い
症
例

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
事
情
が
あ
り
、
よ
り
高

性
能
な
リ
ニ
ア
ッ
ク
の
導
入
が
迫
ら
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
導
入
は
正
解
だ
っ
た
と
思
え
ま
す
」

「TrueBeam
 Edge

」に
つ
い
て
、稼
働
前
の
ビ
ー

ム
調
整
等
を
行
っ
た
主
任
診
療
放
射
線
技
師
で

放
射
線
治
療
品
質
管
理
室 

室
長
の
下
東
吉
信
氏

は
、
同
装
置
の
有
用
性
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

1994 年熊本大学医学部附属 医療技術短期
大学部 診療放射線技術学科卒。同年 4 月熊
本大学医学部附属病院 中央放射線部、
2006 年熊本大学医学部附属病院 医療技術
部 診療放射線技術部門　主任診療放射線
技師。2017 年から副診療放射線技師長。

丸山雅人（まるやま・まさと）氏

医
療
技
術
部 

診
療
放
射
線
技
術
部
門 

副
診
療
放
射
線
技
師
長 

丸
山
雅
人
氏
に
聞
く

■

熊
本
大
学
病
院
　
医
療
技
術
部

高
精
度
放
射
線
治
療
を
実
施
可
能
な
最
新
リ
ニ
ア
ッ
ク
導
入
で
、

効
率
的
か
つ
安
全
面
に
配
慮
し
た
放
射
線
治
療
を
展
開
す
る

独
自
の
精
度
管
理
機
能
を
活
用
し
て

効
率
良
く
放
射
線
治
療
業
務
を
実
施

リ
ニ
ア
ッ
ク
「TrueB

eam
 Edge

」
①

放射線治療計画用ソフトウェア「Eclipse」を操作する松山知彦氏。直感的
な操作ができ、扱いやすいと同ソフトを高く評価する松山氏は、バージョンアッ
プや「HyperArc」導入による性能向上を期待していると話す。

最
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
導
入
で
、
よ
り
迅
速
に

精
度
の
高
い
治
療
計
画
作
成
を
推
進

治
療
計
画
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
「Eclipse

」

（    ）12新　医　療　2021年5月号

仕上サイズ
データ 登録
280
210
右アキ

280
210
右

天地
左右
アキ

川
村

2

A
F11G

01
／

2
課

定
期

CC 2018

2021_CS05_2.indd   12 2021/04/14   19:27

と
し
た
治
療
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

『T
rueBeam

 Edge

』
の
持
つ
２・５
㎜
の
Ｍ
Ｌ

Ｃ
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
故
、『TrueBeam

 Edge

』
と
『H

yperA
rc

』

を
組
み
合
わ
せ
た
多
発
性
脳
転
移
腫
瘍
に
対
す

る
定
位
照
射
に
、
早
く
取
り
組
み
た
い
で
す
ね
」

　

松
山
氏
は
、「T

rueBeam
 Edge

」
導
入
に

伴
う
治
療
計
画
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
「Eclipse

」

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
も
大
い
に
期
待
し
て
い

る
と
話
す
。

「
治
療
計
画
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
『Eclipse

』
は
直

感
的
な
操
作
が
し
や
す
く
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

で
更
な
る
治
療
計
画
作
成
時
間
と
治
療
時
間
短

縮
に
つ
な
げ
ら
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

高
精
度
放
射
線
治
療
は
、
５
年
前
は
治
療
件

数
全
体
の
５
分
の
１
程
度
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
近
年
、
高
精
度
放
射
線
治
療
の
件
数
は

増
え
続
け
、
最
近
で
は
３
分
の
１
程
度
を
占
め

る
ま
で
に
至
っ
て
い
ま
す
。
高
精
度
放
射
線
治
療

で
は
、
腫
瘍
以
外
の
組
織
へ
の
線
量
を
ど
こ
ま
で

下
げ
ら
れ
る
か
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま

す
。
新
し
い
装
置
や
シ
ス
テ
ム
で
、
そ
れ
が
ど
こ

ま
で
可
能
と
な
る
か
楽
し
み
で
す
」

「TrueBeam
 Edge

」
を
用
い
た
治
療
で
は
、
頭

頸
部
領
域
以
外
へ
の
活
用
に
つ
い
て
も
松
山
氏
は

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

「
頭
頸
部
が
ん
以
外
で
は
、
肺
が
ん
に
対
す
る
照

射
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
呼
吸
性
移
動
に
も
対

応
し
て
い
る
の
で
、
進
行
性
肺
が
ん
に
対
す
る
Ｖ

Ｍ
Ａ
Ｔ
な
ど
に
大
き
な
威
力
を
発
揮
し
て
く
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

熊本大学病院

所在地：熊本市中央区本荘1-1-1
病床数：845床
病院長：馬場秀夫

熊本大学医学部附属病院は、2019年に学校法人
運営の重要度を考慮して「医学部附属」から「大学
附属」に組織的位置づけを改め、名称も「熊本大学
病院」と変更した。1999年度から開始した同病院
の再開発整備は、西病棟、中央診療棟、東病棟、
外来診療棟、管理棟が順次完成し、建物に関する
再開発は完了した。その後、旧管理棟・旧外来臨
床研究棟（旧医学部臨床研究棟）の取り壊しが完
了し、現在屋外環境整備工事を実施中である。

　

リ
ニ
ア
ッ
ク
に
よ
る
放
射
線
治
療
の
現
況
を
丸

山
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
院
で
は
、
２
台
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
で
毎
日
60
〜

70
件
の
治
療
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
リ
ニ

ア
ッ
ク
更
新
時
に
「CIN

A
C iX

」
１
台
で
１
日

約
55
件
も
の
治
療
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
４
月
か
ら
稼
働
を
開
始
し
た
リ

ニ
ア
ッ
ク
「T

rueBeam
 Edge

」
の
導
入
に
つ

い
て
、
丸
山
氏
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
リ
ニ
ア
ッ
ク
の
更
新
に
際
し
、
更
新
期
間
中
の

診
療
に
つ
い
て
様
々
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
し
、
更
新
す
る
装
置
の
選
定
を
行
い
ま
し
た
。

リ
ニ
ア
ッ
ク
の
更
新
期
間
中
は
、
残
り
１
台
で
当

院
の
放
射
線
治
療
全
て
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
寝
台
を
回
転
さ
せ
る
こ
と
で
体
軸
に

対
し
て
任
意
の
角
度
か
ら
照
射
を
行
う
ノ
ン
コ

プ
ラ
ナ
ー
照
射
や
、
よ
り
高
い
精
度
で
の
照
射
が

要
求
さ
れ
る
定
位
照
射
な
ど
は
『CLINA

C iX

』

で
十
分
可
能
で
あ
り
、
ま
た
同
装
置
は
マ
イ
ナ
ー

ト
ラ
ブ
ル
が
少
な
く
、
診
療
に
与
え
る
影
響
は

小
さ
い
と
考
え
、ス
タ
ッ
フ
間
で
検
討
し
た
結
果
、

『CLINA
C iX

』
を
残
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
決
断
に
は
、
ト
ラ
ブ
ル
時
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
体
制
に
つ
い
て
、
技
術
者
の
ス
キ
ル
や

対
応
面
で
バ
リ
ア
ン
社
へ
の
信
頼
が
高
か
っ
た
点

も
背
景
に
あ
り
ま
し
た
ね
」

　

高
精
度
放
射
線
治
療
に
特
化
し
た
機
能
を
多

「
元
々
『CLIN

A
C iX

』
の
頃
か
ら
バ
リ
ア
ン
社

製
リ
ニ
ア
ッ
ク
の
ビ
ー
ム
の
安
定
性
に
は
定
評
が

あ
り
ま
し
た
が
、『TrueBeam

 Edge

』
は
、
こ

れ
に
加
え
て
２・５
㎜
の
Ｍ
Ｌ
Ｃ
や
６
軸
カ
ウ
チ
、

Ｃ
ア
ー
ム
本
体
の
回
転
精
度
な
ど
ス
ペ
ッ
ク
が
大

き
く
向
上
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
よ
り
高

精
度
な
治
療
を
可
能
に
し
て
い
る
他
、
品
質
管

理
が
し
や
す
い
機
能
も
加
わ
っ
て
い
る
な
と
感
じ

ま
し
た
。

　

バ
リ
ア
ン
社
か
ら
提
供
さ
れ
た
ゴ
ー
ル
デ
ン

ビ
ー
ム
デ
ー
タ
で
す
が
、
実
際
の
ビ
ー
ム
調
整
に

際
し
て
、
実
デ
ー
タ
を
取
得
し
な
が
ら
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
同
デ
ー
タ
と
比
較
が
で
き
る
の
で
、
迅
速

か
つ
効
率
的
に
品
質
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
用
い
る
装
置
の
特
性
を

自
分
た
ち
で
計
測
し
て
把
握
す
る
こ
と
は
と
て

も
重
要
で
あ
り
、
従
来
時
間
を
要
し
た
こ
の
作

業
を
省
力
化
し
て
く
れ
る
機
能
や
デ
ー
タ
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
の
は
有
難
い
で
す
ね
。

　

そ
の
他
、
コ
ン
ソ
ー
ル
は
視
覚
的
に
分
か
り
易

く
、
経
験
の
浅
い
診
療
放
射
線
技
師
が
問
題
な

く
装
置
を
扱
う
こ
と
が
で
き
る
点
も
優
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
」

「TrueBeam
 Edge

」
が
持
つ
Ｑ
Ａ
支
援
ツ
ー
ル

「M
achine Perform

ance Check

（
Ｍ
Ｐ
Ｃ
）」

に
つ
い
て
も
、
下
東
氏
は
有
用
な
機
能
で
あ
る
と

話
す
。

「
朝
の
始
業
点
検
の
際
、
Ｍ
Ｐ
Ｃ
に
よ
っ
て
ア
イ

ソ
セ
ン
タ
ー
の
確
認
等
が
効
率
的
か
つ
迅
速
に
実

施
で
き
、
始
業
点
検
を
素
早
く
終
え
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
点
は
た
い
へ
ん
便
利
で
す
し
、
ま

た
、
優
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

「T
rueBeam

 Edge

」
の
導
入
に
よ
り
、
放
射

線
治
療
科
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
２
台
が
共
に
バ
リ
ア
ン

社
製
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
丸
山
氏
は
つ

い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

丸
山
氏
も
、
同
様
に
「T

rueBeam
 Edge

」

に
よ
る
臨
床
利
用
に
期
待
し
て
い
る
と
話
す
。

「
定
位
照
射
や
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
を
含
め
、
放
射
線
治
療

の
要
諦
は
位
置
合
わ
せ
で
す
。
新
リ
ニ
ア
ッ
ク

に
は
『ExacT

rac

』
に
加
え
、
装
置
本
体
の
kV

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で
も
６
軸
カ
ウ
チ
も

活
用
で
き
ま
す
の
で
、
よ
り
時
間
を
か
け
ず
に

高
精
度
な
照
射
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
」

　

診
療
放
射
線
技
術
部
門 

副
診
療
放
射
線
技
師

長
の
丸
山
雅
人
氏
は
、
長
年
医
療
技
術
部
で
放

射
線
治
療
に
携
わ
っ
て
き
て
い
る
が
、
放
射
線
治

療
科
で
の
診
療
放
射
線
技
師
の
陣
容
を
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
話
す
。

「
医
療
技
術
部
に
所
属
し
て
い
る
診
療
放
射
線
技

師
47
名
の
う
ち
、
放
射
線
治
療
を
担
当
す
る
診

療
放
射
線
技
師
は
９
名
い
ま
す
。
新
人
や
若
手

の
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
て
は
、
１
年
単
位
で
画
像
診

断
と
放
射
線
治
療
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
各
種

モ
ダ
リ
テ
ィ
の
運
用
に
関
す
る
研
鑽
を
重
ね
て
も

ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
９
名
の
診
療
放
射
線
技
師
の
う
ち
、

２
名
が
医
学
物
理
士
の
資
格
を
有
し
て
お
り
、

彼
ら
は
放
射
線
治
療
に
関
す
る
品
質
管
理
業
務

に
専
念
し
て
も
ら
い
、
残
り
の
７
名
が
照
射
等
の

臨
床
業
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
」

数
有
す
る
「T

rueBeam
 Edge

」
導
入
に
関
し

て
、
丸
山
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
院
で
は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
頭
頸
部
領
域
だ
け

で
な
く
、
定
位
放
射
線
治
療
や
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
／
Ｖ

Ｍ
Ａ
Ｔ
な
ど
、
よ
り
治
療
の
難
易
度
が
高
い
症
例

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
事
情
が
あ
り
、
よ
り
高

性
能
な
リ
ニ
ア
ッ
ク
の
導
入
が
迫
ら
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
導
入
は
正
解
だ
っ
た
と
思
え
ま
す
」

「TrueBeam
 Edge

」に
つ
い
て
、稼
働
前
の
ビ
ー

ム
調
整
等
を
行
っ
た
主
任
診
療
放
射
線
技
師
で

放
射
線
治
療
品
質
管
理
室 

室
長
の
下
東
吉
信
氏

は
、
同
装
置
の
有
用
性
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
２
台
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ソ
ー
ル
は
若
干

異
な
り
ま
す
が
、
運
用
の
た
め
の
用
語
等
は
統
一

さ
れ
て
い
て
分
か
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

装
置
の
運
用
に
つ
い
て
、
放
射
線
治
療
に
関
す
る

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
治
療
情
報
シ
ス
テ
ム
『A

RIA

』

に
統
合
で
き
、
シ
ー
ム
レ
ス
に
な
っ
た
こ
と
で
、

無
駄
な
転
送
も
必
要
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
結
果
、
医
療
安
全
面
に
お
い
て
も
、
リ
ス
ク

の
低
い
環
境
を
構
築
で
き
た
と
高
く
評
価
し
て

い
ま
す
」

　

稼
働
を
開
始
し
た
ば
か
り
の
「T

rueBeam
 

Edge

」
の
運
用
に
つ
い
て
、
下
東
氏
は
つ
ぎ
の

よ
う
に
話
す
。

「
新
リ
ニ
ア
ッ
ク
は
、
も
ち
ろ
んH

yperA
rc

を

用
い
た
多
発
性
腫
瘍
に
対
す
る
定
位
照
射
や
Ｉ

Ｍ
Ｒ
Ｔ
に
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
が
、
最

近
は
呼
吸
性
移
動
に
対
す
る
放
射
線
治
療
へ
の

腫
瘍
医
か
ら
の
要
望
も
多
い
の
で
、
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
や

位
置
決
め
シ
ス
テ
ム
『ExacT

rac

』
を
上
手
く

使
い
分
け
、
よ
り
精
度
の
高
い
呼
吸
性
移
動
を

伴
う
腫
瘍
へ
の
放
射
線
治
療
に
も
取
り
組
み
た

2001 年熊本大学医学部附属 医療技術短
期大学部 診療放射線技術学科卒。2013
年熊本大学医学部附属病院 中央放射線
部、2019 年熊本大学大学院保健学教育
部博士課程修了。同年　熊本大学病院 
医療技術部 診療放射線技術部門 主任診
療放射線技師、放射線治療品質管理室長。

下東吉信（しもひがし・よしのぶ）氏

「TrueBeam Edge」の精度管理業務を行う下東吉信氏は、「MPC など、精度管理業務を迅速かつ安全に実施す
るための機能は便利」とコメント。

最
新
機
能
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り

よ
り
高
度
な
放
射
線
治
療
体
制
構
築
図
る

リ
ニ
ア
ッ
ク
「TrueB

eam
 Edge

」
②
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